
１０2023年（令和5年）10月15日（日曜日）（第三種郵便物認可）
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釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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当
所
と
（
一
社
）
全
国
労
働
保
険
事
務
組
合
連
合
会
北
海
道
支
部
釧
路
地
区
協
議
会
で

は
、
『
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
す
る
際
の
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
』
と
題
し
て
外
国
人
材
セ

ミ
ナ
ー
を
４
日
（
水
）
午
後
３
時

分
よ
り
開
催
し
、
外
国
人
技
能
実
習
の
労
務
管
理
支

援
の
第
一
人
者
で
あ
る
社
労
士
オ
フ
ィ
ス
オ
リ
オ
ン
の
長
田
高
幸
代
表
が
講
演
し
た
。

　
当
所
主
催
の
『
く
し
ろ
地
域

創
業
ス
ク
ー
ル
』
（
全
９
回
）

が
、
釧
路
地
域
創
業
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
協
力
で
、
５
日

（
木
）
よ
り
開
講
し
、
創
業
を

目
指
す

人
が
参
加
し
た
。

　
初
回
の
ス
ク
ー
ル
で
は
、
釧

路
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ｋ
―
Ｂ
ｉ
ｚ
の
澄
川
誠
治

セ
ン
タ
ー
長
、
昨
年
本
ス
ク
ー

ル
を
修
了
し
た
（
合
）
ま
る
け
ん

の
丸
山
健
太
代
表
、
中
小
企
業

診
断
士
で
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
（
株
）
の
乗
山
徹
代

表
取
締
役
を
講
師
に
招
き
講
演

を
行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
澄
川
氏
は
『
創
業

は
究
極
の
自
己
実
現
』
と
題
し

て
創
業
に
お
け
る
心
得
や
同
業

他
社
と
の
差
別
化
を
図
る
重
要

性
に
つ
い
て
述
べ
「
事
業
者
数

で
地
域
の
未
来
が
変
わ
る
。
ぜ

ひ
起
業
と
い
う
自
己
実
現
を
成

功
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　
続
い
て
、
丸
山
氏
は
自
身
の

経
験
談
か
ら
「
ス
ク
ー
ル
を
受

け
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
人
と
の

出
会
い
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
で
、
一
体
感
や
連
帯
感
が
生

ま
れ
て
仲
間
が
で
き
た
。
ま
た
、

金
融
機
関
や
専
門
家
な
ど
多
く

の
方
と
知
り
合
う
き
っ
か
け
に

な
っ
た
」
と
本
ス
ク
ー
ル
の
メ

リ
ッ
ト
を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
乗
山
氏
は
『
創
業
ス

ク
ー
ル
で
学
ぶ
意
義
』
と
題
し

て
、
本
ス
ク
ー
ル
全
体
の
流
れ

や
創
業
へ
の
心
構
え
に
つ
い
て

説
明
し
た
ほ
か
、
金
融
機
関
な

ど
か
ら
信
用
を
得
る
た
め
に
は

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
位
置
づ

け
は
重
要
で
あ
る
と
解
説
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会

と
道
内
各
地
商
工
会
議
所
で

は
、
『
第

回
北
海
道
観
光
マ

ス
タ
ー
検
定
』
を

月

日
（
木

・
祝
）
に
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
実
施
し
ま
す
。

　
同
検
定
は
、
北
海
道
の
観
光

振
興
へ
の
意
識
と
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
向
上
を
目
的
に
開
催
し

て
お
り
、
受
験
料
は
５
０
０
０

円
（
税
込
）
。
検
定
の
公
式
テ

キ
ス
ト
は
、
２
８
０
０
円
（
税

込
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
受
験
申
し
込
み
は
、

月

日
（
火
）
ま
で
当
所
振
興
課
０

１
５
４
（

）
４
１
４
３
へ
。

北
海
道
観
光
マ
ス
タ
ー

受
検
申
し
込
み

日
ま
でふるさと納税の現状について解説する久万田氏

丸山代表の体験談を聞く受講生ら

４日に行われた第２回セミナー

阿寒の森で説明を受ける女性会

メンバーら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
所
商
業
部
会
（
岡
澤
利
寿

部
会
長
）
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
学
び
今
後
の
活
動

に
活
か
す
た
め
、
釧
路
市
総
合

政
策
部
の
久
万
田
康
司
自
治
体

戦
略
担
当
部
長
を
講
師
に
招

き
、
３
日
（
火
）
に
研
修
会
を

開
催
し
た
。

　
冒
頭
、
岡
澤
部
会
長
が
「
我

々
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
が
、
本
研
修
会
が
地

域
経
済
の
発
展
へ
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
住
民

票
登
録
の
あ
る
自
治
体
以
外
へ

寄
附
し
た
場
合
、
寄
附
額
３
割

を
上
限
と
し
た
返
礼
品
と
寄
附

額
の
う
ち
２
千
円
を
超
え
る
部

分
に
つ
い
て
所
得
税
や
住
民
税

の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
、
研
修
会
で
は
久
万

田
氏
が
同
制
度
の
仕
組
み
や
現

状
、
課
題
な
ど
を
解
説
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
久
万
田
氏
は
ふ

る
さ
と
納
税
の
現
状
に
つ
い

て
、
受
入
額
は
北
海
道
が
圧
倒

的
に
多
く
返
礼
品
は
肉
類
や
海

産
物
が
人
気
と
な
っ
て
お
り
、

釧
路
市
で
も

、

月
を
最
需

要
期
と
し
て
紅
鮭
や
い
く
ら
、

ポ
ー
ク
な
ど
を
中
心
に
受
入
額

が
伸
び
て
い
る
と
紹
介
し
た
。

　
続
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

申
し
込
み
を
増
や
す
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
よ
り
多
く
の
検
索
ワ

ー
ド
に
ヒ
ッ
ト
さ
せ
ア
ク
セ
ス

数
を
増
や
す
ほ
か
、
返
礼
品
の

魅
力
や
梱
包
の
状
態
、
調
理
方

法
な
ど
の
詳
細
を
サ
イ
ト
内
で

的
確
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
久
万
田
氏
は
、
一
つ
の

返
礼
品
に
人
気
が
偏
る
と
不
作

な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た

め
、
幅
広
い
返
礼
品
を
取
り
扱

う
必
要
が
あ
る
と
し
「
返
礼
品

に
で
き
そ
う
な
商
品
を
取
り
扱

っ
て
い
る
方
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の

開
設
を
考
え
て
い
る
方
は
、
ま

ず
ふ
る
さ
と
納
税
を
練
習
の
場

と
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
研
修
会
後
に
は
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
、
通
年
で
寄
附
が
集

ま
る
よ
う
な
体
験
型
の
返
礼
品

や
よ
り
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
え
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
２
回
に
わ
た

り
開
催
し
、
７
月

日
（
月
）

に
行
わ
れ
た
第
１
回
で
は
外
国

人
雇
用
の
実
情
や
在
留
資
格
、

採
用
時
の
留
意
点
な
ど
基
礎
的

な
内
容
を
講
演
。
第
２
回
は
手

続
き
や
在
職
時
の
留
意
点
な
ど

入
社
後
の
実
務
を
解
説
し
た
。

　
長
田
氏
は
、
入
社
・
在
職
時

の
手
続
き
に
お
け
る
注
意
点
に

つ
い
て
、
労
働
条
件
通
知
書
や

就
業
規
則
と
い
っ
た
労
働
条
件

に
係
る
部
分
は
母
国
語
や
フ
リ

ガ
ナ
の
併
記
、
通
訳
に
よ
る
説

明
な
ど
可
能
な
限
り
労
働
者
が

内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
話
し
た
。

　
続
い
て
、
在
職
中
の
留
意
点

と
し
て
安
全
衛
生
管
理
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
対

応
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。

　
特
に
安
全
衛
生
管
理
に
つ
い

て
は
、
入
社
時
や
作
業
内
容
の

変
更
時
に
労
働
者
が
理
解
で
き

る
教
育
方
法
を
は
じ
め
、
母
国

語
や
写
真
・
図
を
多
用
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
製
造
業
や

建
設
業
は
緊
急
時
に
危
険
を
知

ら
せ
る
言
葉
、
注
意
書
き
の
明

示
な
ど
が
大
事
と
説
明
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
「
文
化
・
習
慣
に
関
し

て
本
人
か
ら
要
望
や
困
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
く
な
ど
の
配
慮
や

理
解
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
業

種
や
会
社
の
事
情
で
要
望
に
対

応
で
き
な
い
時
は
事
前
に
伝
え

る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
労
働
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
・
向
上
を
図
る
た

め
、
日
本
語
の
勉
強
会
や
日
本

文
化
を
体
験
で
き
る
行
事
の
開

催
、
外
国
人
に
伝
わ
る
『
や
さ

し
い
日
本
語
』
で
話
す
な
ど
、

輪
に
入
り
や
す
い
環
境
を
整
え

る
方
法
に
つ
い
て
実
例
を
交
え

な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
長
田
氏
は
「
外
国
人
材
は
地

域
を
支
え
る
労
働
力
と
し
て
今

後
重
要
性
が
増
し
て
く
る
。
特

定
技
能
は
期
間
中
の
転
籍
も
可

能
に
な
る
た
め
、
外
国
人
に
選

ば
れ
る
会
社
・
地
域
に
な
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

述
べ
、
地
域
で
受
け
入
れ
る
風

土
づ
く
り
や
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
説
明

し
た
。
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当
所
女
性
会
（
吉
田
敦
子
会

長
）
が
主
催
す
る
『
道
東
ブ
ロ

ッ
ク
商
工
会
議
所
女
性
会
視
察

研
修
会
』
が
９
月

日
（
木
）

に
阿
寒
湖
畔
に
て
開
催
さ
れ
、

道
東
の
女
性
会
会
員
ら

人
が

参
加
し
た
。

　
本
研
修
会
は
道
東
地
区
の
５

つ
の
商
工
会
議
所
女
性
会
（
帯

広
・
北
見
・
遠
軽
・
根
室
・
釧

路
）
で
交
流
を
深
め
る
と
と
も

に
、
知
識
や
研
鑽
を
積
む
こ
と

を
目
的
に
隔
年
持
ち
回
り
で
実

施
し
て
い
る
。

　
今
回
は
雄
大
な
自
然
が
広
が

る
阿
寒
の
自
然
や
そ
の
保
護
活

動
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
阿
寒

の
森
を
長
年
に
わ
た
り
守
り
育

む
（
一
財
）
前
田
一
歩
園
財
団

を
訪
れ
た
。

　
研
修
で
は
同

財
団
の
新
井
田

利
光
理
事
長
を

講
師
に
、
財
団

が
設
立
さ
れ
た

歴
史
や
阿
寒
の

森
づ
く
り
の
取

り
組
み
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　
ま
た
、
野
外

実
習
と
し
て
新

井
田
理
事
長
ら

に
よ
る
解
説
を
受
け
な
が
ら
、

同
財
団
が
管
理
す
る
森
を
実
際

に
歩
き
、
阿
寒
に
広
が
る
木
々

の
観
察
を
し
た
ほ
か
、
エ
ゾ
シ

カ
被
害
の
対
策
な
ど
森
の
保
全

・
適
切
な
管
理
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
た
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、

事
業
承
継
で
の
創
業
や
事
業
拡

大
・
経
営
多
角
化
な
ど
を
お
考

え
の
方
を
対
象
に
『
事
業
承
継

マ
ッ
チ
ン
グ
ｉ
ｎ
北
海
道
』
を

日
（
火
）
午
後
６
時
よ
り
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
本
事
業
で
は
、
第
１
部
に
承

継
希
望
先
の
事
業
紹
介
や
質

疑
、
第
２
部
に
マ
ッ
チ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
の
紹
介
、
第
３
部
に
承

継
希
望
先
と
の
交
流
会
（
各
社

先
着
５
名
程
度
）
を
行
い
ま

す
。

　
定
員
は
先
着
２
０
０
名
で
お

申
し
込
み
は

日
（
木
）
ま
で
。

詳
し
く
は
同
公
庫
札
幌
支
店

（
０
５
７
０
）
０

０
０
２
０
２
ま
た

は
下
記
Ｑ
Ｒ
へ
。

事

業

継

承

を

支

援

日
本
公
庫
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業


